























































































































































































































































































































白井雅人「否定性と当為 ──後期西田哲学の展開に向けて──」『西田哲学会年報』号、 西田哲学会、2007 年
白井雅人「私と汝の諸相」『西田哲学会年報』創刊号、西田哲学会、2004 年
新田義弘『現代の問いとしての西田哲学』、岩波書店、1998年
新田義弘「現象学と西田哲学とが出会うところ」『西田哲学会年報』第号、西田哲学会、2006年
三木清『構想力の論理 第一』（1939 年）『三木清著作集』第八巻、岩波書店、1948年
注
1 学問論、知識論として西田の自覚の問題を取り上げたものとしては、新田義弘［1998］を参照。新田義弘はそこで、自覚と
哲学の問題についてたびたび触れ、宗教に回収されない哲学の思惟の固有の役割について明らかにしている。
2 「純粋経験」から「自覚」、そして「場所」に至るまでの西田の歩みを詳しく跡付けたものとしては、上田閑照［2002］、
［2003］が詳しい。
3 西田は、『善の研究』においても、「今若し真の実在を理解し、天地人生の真面目を知らうと思うたならば、疑ひうるだけ疑
つて、凡ての人工的仮定を去り、疑ふにももはや疑ひ様のない、直接の知識を本として出立せねばならなぬ」（1-47）と述
べている。哲学の出発点を、デカルトに倣って「疑うに疑えない立場」とするのは終生一貫していたと言えるだろう。
4 ここにデカルトとの共通点も考えることができるだろう。本論考では紙幅の関係上論じることができないが、西田のデカル
ト理解を論じたものとしては、石神豊［2001］、とりわけ第五章「西田哲学とコギトの問題」を参照。ただし、行為的直観
と自覚の関係が論じられず、我々の自己の歴史性は問われていない。
5 行為的直観についての詳細は、小坂国継［1995］、69-116頁を参照。
6 西田は、「物が表現的に我に臨むと云ふことは、現在の我、与えられた我を否定すべく、我に迫ることである」（9-33）と述
べる。
7 自覚の構造については、大橋良介［1995］、とりわけ第二章第一節「自覚（二）」において、群論的自覚として詳しく取り上
げている。本節の課題は、この群論的自覚を、表現と歴史的世界の関係として具体的に見ていくものである。
8 紙幅の関係上詳論できない、個としての自覚に関しては、白井雅人［2004］を参照。
9 本節では主に学問的な認識としての自覚を取り上げた。自覚の「論理」については、白井雅人［2008］を参照。
10 映すという観点で自覚の問題を扱ったものとして岡田勝明［2001］を参照。西田が自覚について影像という語から映像とい
う語の使用に力点を移していった所に、西田の自覚の問題の深まりを見ていくものである。
11 ただし西田は、以上のような議論は「併しそれは主としてその知識的方面を明にするものであつて、真にその実在的構造を
明にするものではない。従つてそれから直に実践的方面を論ずることはできぬ」（10-493）のであり、「歴史的世界は、我々
の自己の自覚の世界でなければならない。かかる世界に於ては、一々の事実が自覚的なると共に、それは何処までも当為の
性質を有つて居るのである」（10-494）と述べ、知識の方面だけでは自覚の問題が尽きないということを強調している。当
為については、白井雅人［2007］を参照。当為を伴う自覚についての議論は、例えば三木清の「ただ東洋的論理が行為的直
観の立場に立つといつても、要するに心境的なものに止まり、その技術は心の技術であり、現実に物に働き掛けて物の形を
変じて新しい形を作るといふ実践に踏み出すことなく、結局観想に終り易い傾向を有することに注意しなければならぬ」
（三木清［1939：1948］、11頁。なお、旧漢字を新漢字に改めた）といった批判に対して応答するものとなるだろう。
12 創造的自己の自覚については、新田義弘［2006］も参照。行為的直観と創造的直観を区別した上で、どこまでも深く「知の
責任性」を負うような哲学的な自覚の営みとして創造的直観を特徴付けている。
13 大橋良介は、群論的自覚を鳥瞰する体験を「言語表現を拒むような次元での体験」（大橋良介［1995］、100頁）と述べた。
しかし、この群論的自覚を鳥瞰するのは、まさしく哲学の自証としての自覚の構造の自覚であろう。
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